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C O N T E N T S

私たち全農グループは、

になります。

生産者と消費者を
安心で結ぶ懸け橋

左上：「農家を応援企画」で千葉県産なしをＰＲする石川佳純選手
右：８月29日（土）・30日（日）　千葉なし味自慢コンテスト



農薬担い手直送規格
～新規取り扱い品目拡大中～

肥料農業事業

全
農
自
己
改
革

全農自己改革の
取組状況

　平成26年度より全農自己改革の一環として取り組んでいる農薬直送規格品
目について、令和３年産水稲作用に向け品目ラインアップが更に充実しました。

１．これまでの取り組み
価格メリットや取扱い品目拡大による選択肢が増えたことなどから支持され、県内での

担い手直送規格の普及面積は年々拡大しています。

千葉県内での農薬担い手直送規格の普及面積	 （ha）

　（全国では令和2年産向けで17万haを超える実績となっています）

２．おすすめ農薬のご紹介
⑴　コメット顆粒　（４㎏ /５ha分）　～「水口施用」で楽々処理～
◦省力散布「顆粒水口施用」により散布時間・労力も短縮・削減できます。

（専用ネットに顆粒剤を入れ水口にセットし流し込むだけ、30ａで20分程度）

詳しくは右記参照ください。（	https://www.nissan-agro.net/minakuchi/	）

◦ノビエをはじめホタルイ・オモダカ・クログワイなど難防除雑草にも効果があります。

⑵　ジャイロフロアブル（20Ｌ/4ha分）　～フロアブル剤で散布省力化～
◦フロアブル剤なのでラジコンボート散布処理にも使えます。

◦ノビエをはじめホタルイ・コナギ類などのＳＵ抵抗性雑草に加え、オモダカアシカ

キなどにも効果があります。

　（その他品目についての詳細は最寄りのＪＡに

お問い合わせください）

年　産 30年産 令和元年産 令和２年産

面　積 3,013 4,774
（前年比158%）

6,393
(前年比134％ )

農薬担い手直送規格（商品愛称：メガ得）
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１．難防除多年生雑草を秋のうちに防除しましょう（秋防除）
多年生雑草の多くは地上部が枯死しても地下の塊茎が残り、
次年度以降も塊茎が発生源となります。
クログワイやオモダカは稲刈りが終わると地上部が再生し
てくるので、秋期防除を行い塊茎を枯らして発生源を減らし
ましょう。

○秋防除のポイント
❶　イネの刈取り高さをやや高くする（20㎝を目安)。
❷　根まで枯らすタイプの除草剤（ラウンドアップマッ
クスロード50倍液等）を再生した雑草にしっかりか
かるように散布する。
❸　除草剤散布後２週間程度は耕うんしない。
❹　霜が降る前（10月末）までに散布する。

２．スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の防除は地域で実施！
薬剤防除だけでなく、刈取り後の耕うん等による耕種的防除も重要です。
さらに、ジャンボタニシは地域の水路を通じて移動するため、一部水田だけの対策では防除
に限界があります。被害を減らすためには地域全体でジャンボタニシの数を減らすことが必要
です。
地域全体で水田の防除をしっかり行う、冬季の水路掃除などに地域全体で取り組むなど、地
域で連携を取り、対策を行うことが個体数を減らすために非常に重要になります。
次作へ向けてしっかりと対策しましょう。

⑴　刈取り後のスクミリンゴガイ対策
ア．石灰窒素の施用

湛水して３～４日後に20～30㎏ /10ａ散布する。
※魚毒性があるので８日は湛水を保ち、落水、かけ流しは避けます。また、次作の施
肥量にも注意しましょう。

イ．稲わらすき込み時のポイント
ロータリー回転速度を上げ、トラクターの速度を遅くして丁寧に耕うんして、潜って
いる貝を砕きましょう。田面が乾き、固まっている時に行うのが効果的です。

３．良質な米は秋の土づくりから！
高品質でおいしいお米の生産は土づくりから始まります。土の養分供給力、急激な環境変化
に対する抵抗力、作物の根の活力を高めることで、高品質で良食味米の安定生産につながります。

営農情報
水田多年生雑草防除、

ジャンボタニシ対策、土づくりについて

刈取り後に再生してきたオモダカ
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⑴　土づくりの方法
ア．稲わらのすき込み

田植え前までに分解が進むよう、刈取り後、秋の早い時期にすき込みましょう。

イ．有機物を施用する
堆肥は10ａあたり1ｔ程度の施用が一般的です。

ウ．深耕を実施する
プラウ耕などによる深耕を行いましょう。作土層の深さは15㎝程度が目安です。

エ．土づくり肥料を施用する
土づくり肥料には目的に応じた資材を使いましょう。また水稲はケイ酸の吸収が多い
作物のため、施用することで稲の丈夫な体作りに貢献できます。なお以下のような圃場は、
リン酸・加里の土壌含量が少ないことが予想されます。土壌診断を実施し、足りない成
分がありましたら積極的に施用しましょう。
①　倒伏を回避するため、基肥及び穂肥の使用量を控えた水田
②　一発肥料のみの施用で穂肥分の加里が不足している水田
③　稲わらを水田から持ち出し、堆肥を入れなかった水田
④　Ｌ型（窒素成分が高くリン酸、加里の低い）肥料を使用している圃場

表１　秋に使用する土づくり肥料の特徴と使用方法

⑵　ケイ酸で丈夫な稲体を‼
水稲はケイ酸をよく吸収する植物として知られています。ケイ酸は稲体に10～15％含ま
れており、窒素や加里よりも多く含まれていることから、水稲には有用な養分となってい
ます。全農グループの土壌中の可給態ケイ酸含量の目標は15mg以上（県診断規準値10～
25mg/100g）とし、土壌診断を基とした土づくりをすすめています。

ケイ酸の施用効果
①　ケイ酸が吸収されるとケイ化細胞が強化されて茎葉が硬くなり、「いもち病」、「ゴマ
葉枯病」の発生が軽減されます。
②　葉が直立することで受光態勢が改善され、根の活性も高まって登熟や粒の張りが良
くなります。
③　穂の温度を下げる効果があり、白未熟粒の発生を抑制します。

目　的 肥料名 施用量 (10a) 特　徴

稲わらの
腐熟促進

石灰窒素
（窒素 20％）

10～ 20kg
有機物を腐熟する微生物の増殖に必要な
窒素と、分解する働きを良くする石灰が
含まれているので効果的。

アグリ革命アクア 100㎖ 酵素により、稲ワラの腐熟化を促進。
液剤はオモダカ・クログワイなど難防除
雑草対策の秋防除除草剤と混用可。アグリ革命 ２㎏

ケイ酸の補給

農力アップ
（ケイ酸 20％）

３～５袋 従来のケイ酸質資材と比較して利用効率
が良いため、２～３分の１で効果を発揮。

ケイカル
（ケイ酸 30％）

５～ 10袋
水には溶けず、水稲の根からでる有機酸
に溶けて吸収されるので秋施用が効果的。
稲体の抵抗力アップに貢献。

リン酸の補給 苦土重焼りん
（リン酸 35％・ケイ酸 9.4％）

２袋 火山灰土壌や基盤整備圃場等には、く溶
性リン酸を含んだ苦土重焼りんが効果的。
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８月の販売経過

東京都中央卸売市場の野菜入荷量および単価（８月）

※上・中・下旬のデータは概算であり、月計と合わない場合があります。

青 果 物

園芸情報 販売経過および情勢

ＪＡ全農ちばの販売状況（８月）

数　　　量 単　　　価 取　扱　額
（ｔ） 前年比（％） （円／㎏） 前年比（％） （百万円） 前年比（％）

野 菜 計 4,351 82 369 128 1,605 105
果 実 計 3,089 79 457 134 1,413 105
ほうれん草 26 105 710 87 19 91
ね ぎ 275 93 432 140 119 130
パ セ リ 14 71 1,274 115 18 82
き ゅ う り 519 116 323 153 167 177
ト マ ト 540 67 361 150 195 101
し し と う 71 101 928 93 66 94
とうもろこし 408 50 281 150 115 75
さつまいも 835 90 316 111 264 100
な し 2,872 79 473 134 1,359 106

数　　　量 単　　　価
（ｔ） 前年比（％） （円／㎏） 前年比（％）

上　　　旬 31,779 71.1 343 148.9 
中　　　旬 41,433 118.6 318 128.9 
下　　　旬 45,502 97.4 276 112.7 
月　　　計 118,714 94.0 308 128.4 

８月は全国的に気温が高く、東・西日本では記録的な高温となり、地域によっては日中の気温

が40℃に届く厳しい暑さとなりました。降水量は、1946年に統計を取り始めて以来最も少ない雨

量となる一方、日照時間はかなり多くなりました。

梅雨明けの遅れやその後の猛暑が生育・作柄に影響し、８月の野菜の入荷量は前年の94％とな

りました。主要品目ではだいこん、キャベツ、にんじん、ねぎ等において前年を下回る入荷量と

なりました。一方、出荷のずれ込みからサトイモやきゅうり等は一時的に入荷が急増し、前年を

上回る入荷量でした。全体の価格は前年の128％となりましたが、入荷量が前年を上回ったサトイ

モや生育遅れから回復し中旬に入荷が急増したほうれん草は、前年を下回る価格となりました。

国産果実の入荷量は前年の約79％となりました。７月の豪雨による被害とその後の高温等の影響

を受けたスイカや生育期の天候不順により小玉傾向となったなしの「幸水」は前年を下回る入荷と

なりました。「豊水」は生育前進と玉肥大も良好であったことから、前年を上回る入荷となっていま

す。全体の価格は前年の134%となりました。厳しい猛暑の中、スイカやなし等で好調な販売が続き、

大部分の品目で前年の価格を上回る状況となりました。　※数値は何れも東京都中央卸売市場統計データによる

園
芸
情
報

44

月刊アグリ情報“ちば”令和２年９月15日発行（毎月１回15日）通巻第123号



月主要品目
作付動向・作柄状況

見通し基準（前年対比）
多・高

やや多・やや高
並

やや少・やや安
少・安

＋ 10％以上
＋５％～ 10％
±５％以内
－５％～ 10％
－ 10％以上

入荷量・価格は
東京都中央卸売
市場の集計です

９

園
芸
情
報

品　　名
入荷量（t） 価格（円／㎏）

主産地 作 柄 お よ び 概 況
当年見通し 前年実績 当年見通し 前年実績

キ ャ ベ ツ やや少 16,788	 やや高 93 群 馬	
岩 手

群馬は、曇天・長雨の影響から生育がやや
遅れ小玉傾向。今後、徐々に回復する見込
みだが、全体の出荷量は前年をやや下回り、
価格は前年をやや上回る見込み。

だ い こ ん やや少 10,109	 やや高 87 北海道	
青 森

入荷は、北海道で生育が順調であるものの、
青森は播種期の降雨の影響から上・中旬と
やや少ない。価格は前年より高いが、大き
な需要は期待できず、平年並みを見込む。

に ん じ ん やや少 7,122	 やや高 120 北海道

北海道は、高温による干ばつと 8月後半の
急激な冷え込みで生育が停滞気味となり出
荷量は前年をやや下回る見込み。価格は安
かった前年をやや上回る見込み。

ト マ ト 並 6,321	 並 463
北海道
福 島
青 森

生育が遅れていた夏秋作は中旬より増加を
見込む。抑制作は昨年の台風被害の影響か
ら出荷量が平年より少なく全体では前年並
みの見込み。価格も前年並みを見込む。

き ゅ う り やや少 7,946	 やや高 309
福 島	
岩 手	
群 馬

関東産抑制作は生育が順調であるものの、
東北産露地作は成り疲れから少なく、入荷
量は前年をやや下回る見込み。価格は安かっ
た前年を上回るも平年並みを見込む。

ね ぎ 並 4,306	 やや高 325 青 森

青森は９月下旬より稲刈りに入るが、生育
は順調で平年並みの入荷を見込むも一部軟
腐病等病害も散見される。関東産の入荷が
少なく、価格は前年を若干上回る見込み。

ほ う れ ん 草 並 832	 並 797

群 馬
栃 木
茨 城
岩 手

７月の長雨・日照不足も８月の好天から徐々
に回復し９月は平年並みの出荷を見込む。
気温が下がり特売需要等から引き合いが多
く価格は弱めの展開だが平年並みを見込む。

パ セ リ 少 45	 並 2,105 長 野

７月の長雨、８月の高温により全国的に生
育不良のため、入荷量は前年と比較し少な
い見込み。価格は全体量が少ないが、業務
需要の回復が見込めず前年並みを見込む。

さ つ ま い も やや少 2,437	 並 261
千 葉
茨 城
徳 島

７月の日照不足から肥大は遅れているが、
９月には回復を見込む。紅あずまは作付減
から年内の出荷量は平年よりやや減少を見
込み、価格は概ね平年並みを見込む。

な し 少 9,201	 高 332

栃 木	
福 島	
千 葉	
茨 城

開花期の低温と７月の天候不順により各産
地ともに着果量が少なく、玉肥大はやや小
玉傾向。梨全体の入荷量は前年と比べ少な
く、価格は前年より高くとなる見込み。

55

月刊アグリ情報“ちば”令和２年９月15日発行（毎月１回15日）通巻第123号



◆８月の販売経過【切花】
　前年は７月中旬までの曇天・低温と下旬以降の猛暑により、８月盆商戦に向けた仏花商材の生
育に影響を与えるものとなりました。また、本年も前年同様に暖地・高冷地ともに７月の曇天・
長雨の影響から菊類、トルコギキョウ等、品目によっては出荷量が不安定で、品質面でも下位等
級の発生が多くなりました。販売においては、不要不急の外出を控える動きがある中、帰省せず
に供え花を飾ったり贈ったりする人や感染拡大予防対策をしてお墓参りに訪れる人も多かったた
め、平年並みの盆需要となり、仏花商材については、８月第２週後半まで高値で推移しました。
下旬においては、ブライダル・葬儀等の業務需要に関して動きは鈍かったものの、花き全般の入
荷量が少なかったことから、価格は平年並みとなりました。最終週には９月に向けた秋物商材へ
の切り替わり等による動きが出始めました。

◆今後の見通し（10月）【切花】
　10月は、主産地が高冷地から暖地へ移行する時期となります。前年は10月上旬の気温高、中旬以
降の台風や集中豪雨等により入荷が不安定な中での販売となりました。本年においても、８月の猛暑
や９月における台風等天候不順がどの程度出荷に影響を及ぼすかにより状況は変わっていきます。
　販売は、平年であればブライダルシーズンであり、洋花の需要が高まりま
すが、本年においては、新型コロナウイルスの影響により、ブライダル・葬
儀ともに小規模化しているため、動きは鈍いものと思われます。そのような中、
下旬においては、ハロウィン商戦によるカボチャ、トウガラシ、ケイトウや
オレンジ系の花などについてはインテリア需要が見込まれます。

◆今後の見通し（10月）【品目別】
品　　名 作 柄 お よ び 概 況

カーネーション
　高冷地物の出荷が終盤を迎え、長崎・愛知・静岡・千葉等の暖地の出荷
が始まる。
　ブライダル需要は少なく、専門店中心の動きとなる見込み。

ガ ー ベ ラ
　今後の天候に左右されるものの、静岡・千葉等各産地における出荷量は、
漸増を見込む。
　業務需要は少なく、専門店を中心とした動きとなる見込み。

鉄 砲 ユ リ
　福島・長野等の高冷産地のシンテッポウユリは終盤となる。高知・埼玉
等の暖地の出荷が始まり、数量は平年並みを見込む。
　彼岸後で動きは落ち着く見込み。

トルコキキョウ
　北海道・東北の高冷産地は８月の天候回復による出荷前進から出荷が終
盤を迎え、徐々に北関東の出荷が始まる。
　ブライダル需要は少なく、専門店中心の動きとなる見込み。

花　販売情勢

園
芸
情
報
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米穀情報 米 穀 情 勢

１．令和２年産水稲の８月15日現在における作柄概況
（農林水産省８月28日公表）

⑴　全国の作柄および生育概況
東日本を中心とした早場地帯（19道県）の作柄は、北海道、東北は「やや良」、その

他の地域は「平年並み」又は「やや不良」と見込まれています。

これは、一部地域での７月の低温、日照不足等の影響が見られるものの、田植期以降

おおむね天候に恵まれたことにより、全もみ数が一部を除き平年並み以上に確保される

と見込まれるためです。

⑵　関東農政局管内の作柄概況
早場地帯４県（千葉・茨城・栃木・長野）の作柄については、「やや不良」と見込ま

れています。

これは、６月下旬から７月下旬の日照不足および、７月中下旬の低温の影響によるた

めです。

５
８
６

（図２）千葉県の作柄状況
（８/15現在）

（図１）早場地帯の作柄状況（８/15現在）

注：１　作柄の良否区分は、「やや良」が対平年
比105 ～ 102％、「平年並み」が101～
99％に相当します。

２　作柄は、その後の気象が平年並みに推
移するものとしての予測であり、今後の
気象条件により変動することがあります。

注：１　地図上の白抜きの都府県は、遅場地帯を表しています。
２　本図で用いた作柄の良否の表示区分は、「やや良」が
対平年比105～ 102％、「平年並み」が101～ 99％、「や
や不良」が98～ 95％に相当します。
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２．千葉県の２年産米刈取進捗状況について
千葉県の取り纏めによる２年産米の８月25日での刈取り状況は、面積で9,475haと
なっており、県全体で19％の進捗率となっています。また、天候不順が続いた昨年に比べ、
８月の好天もあり、昨年対比では152％となっています。

３．令和２/３年の主食用米需給見通しについて（農林水産省）
農水省は、７月30日、「食料・農業・農村政策審議会　食糧部会」を開催し、令和２/
３年の需給見通しを示しました。
令和元/２年の需要量実績は713万トンとなりました。これは前年の需要量735万トン
から▲22万トン、令和２年３月指針で示した需要量727万トンからも▲14万トンと、大
幅な減少となっています。また令和２年６月末の民間在庫は201万トンとなり、需給均衡
の目安とされる180万トンを大幅に超過しています。
一方、この指針では、２/３年の需要見通しが715万トン、令和２年産生産量は709万
～717万トン、令和３年６月末の民間在庫見通しは196～204万トンと示しています。し
かし令和２年産の主食用米の作付動向を踏まえると、作況次第では更に生産量が増加し、
需要量はコロナ禍による消費低迷を反映していないため、令和３年６月末在庫は、この見
通し以上に増加することが想定されます。
このような需給見通しの中、令和２年産の収穫も始まっていますが、今後令和３年産に
むけては、更なる飼料用米等の水田活用米穀への転換が必要となります。

４．精米の小売価格について
令和２年産千葉県産の精米販売は、８月17日以降、ふさおとめから店頭にならび販売
を開始しました。店頭特売価格は、１袋５㎏あたり、ふさおとめは1,480～1,580円、コ
シヒカリは1,580～1,680円で販売されており、昨年と比べ▲100～200円となります。
また、令和２年産よりデビューとなる粒すけは、９月１日以降店頭にならび始め、１袋
５㎏あたり1,480～1,980円程度で販売されています。

５．３年まき種子もみの申込みについて
令和２年９月30日までが種子もみの申し込み期限となっています。
種子の申し込みは必要数量を早めに確定し、申し込み漏れが無いように期限までにお願
いいたします。

⑴　申 し 込 み 日：令和２年９月30日までにＪＡに申し込んでください。
⑵　申し込み単位：４㎏単位（10アール分）で申し込んでください。
⑶　種子配布時期：令和３年２月頃から配布いたします。

【訂正とお詫び】８月号P.7に掲載の「表１	令和２年／３年の主食用米等の需給見通し」の令和３年６月末民間
在庫量を「196～203」としておりましたが、正しくは「196～204」でした。訂正してお詫び申し上げます。
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肥料情報 JAの梨専用肥料は梨の品質向上に貢献します!!
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

地
上
部
の
生
育

養
分
吸
収

生
理
作
用

発
根

発
芽

開
花

落
葉

幸　　　　　　　　　　　　水

主
要
作
業
名

● ● ● ● ●
せ
ん
定

棚
し
ば
り

追
肥
（
春
肥
）

芽
か
き

授
粉

摘
蕾

摘
果

芽
か
き

予
備
摘
果

誘
引

追
肥
（
夏
肥
）

摘
果

敷
わ
ら

収
穫

追
肥
（
秋
肥
）

防
災
網
除
去

土
壌
改
良

基
肥
・
中
耕
・
深
耕

梨 基 肥 の 予 約 は お 早 め に ！

区分 銘　　柄 成　　分（％） 特　　長窒素 リン酸 加里

元　肥

梨ゲットペレット865 8 6 5 有機割合約60%。比較的安価なペレット品。
梨姫 8 5 3 有機割合約65%。ぼかし入り。粒状品。
輝きユーキ804 8 10 4 有機割合約62%。微量要素入り。ペレット品。
フルーツパラダイス 8 5 5 有機割合約66%。骨粉入り。粒状品。

追　肥 追肥専用S842 18 4 12 早効きチッソを多く含む追肥専用肥料。

土
づくり

土づくり12号 ─ 12 ─ クド、マンガン、ホウソ入り、アルカリ分含む。
リンスター ─ 30 ─ リン酸の利用効率が高いリン酸質肥料。
苦土重焼燐 ─ 35 ─ 速効性、緩効性の両方を含むリン酸質肥料。
レオグリーン特号 約３ 約３ 約１ 濃縮ペレット堆肥。10袋で堆肥１～２ｔ分の腐植酸。
畑のカルシウム ─ ─ ─ 水溶性カルシウム肥料。効果的にカルシウム補給。

▶銘柄一例

土壌診断はしていますか？　微量要素は足りていますか？
微量要素補給で高品質の梨づくりを！

樹木の貯蔵澱粉量樹木の貯蔵澱粉量

枝葉の発育枝葉の発育
果実の肥大果実の肥大

果実の澱粉量果実の澱粉量

窒素窒素

リン酸リン酸

加里加里

果実の細胞数の決定果実の細胞数の決定 果実の細胞肥大により糖度高まる果実の細胞肥大により糖度高まる

花芽分化花芽分化

収穫開始収穫開始

休眠期休眠期休眠期休眠期

来年の梨品質向上に向けて！
●礼肥…養分蓄積のため
●基肥…新根が活動する前●果実肥大期の追肥

区　分 銘　　柄 特　　徴

土づくり

土づくり12号 pH調整＋微量要素の補給。

マルチサポ－ト1号 微量要素の補給。

ストロングバランス 石灰＋pH調整+微量要素。
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資材情報
農作物の選別に適したＬＥＤ照明
「テクテラス 選果灯」

節電・省エネニーズの高まりを背景に照明器具のＬＥＤ化が進んでいます。今回は、農作

物の選別に適したＬＥＤ照明「テクテラス	選果灯」をご紹介します。

１．「テクテラス　選果灯」

製造元：積水化成品工業㈱
出荷元：㈱DMMアグリイノベーション

２．太陽光に近い光
太陽光に近い光で農作物本来の色を確認でき、農作物の正確な選別をサポートします。

３．割れにくい
ランプカバーに強靭なポリカーボネートを採用しており、万が一の落下や衝撃が加わっ

た場合でも割れて飛散することがなく、大切な農作物を汚染することはありません。

４．長持ち
一般的な蛍光灯の寿命は約6,000時間から12,000時間と言われているのに対し、ＬＥ

Ｄなので約40,000時間（※保証値ではありません）と長寿命です。

５．取り付けは簡単
⑴　説明書にそって組立て、付属の吊チェーンで納屋の梁などに吊下げて使用します。

⑵　電気工事は不要です。電源コード、プラグ付きなのでコンセントがあれば設置可能です。

６．利用作物
イチゴ、イチジク、梨、柑橘類、トマト、サツマイモ、枝豆、菊、ユリ、スイートピー

など、果物、野菜、花卉など目視選別作業する作物全般で利用実績があります。

お問い合わせはお気軽に　最寄りのJAまたは
ＪＡ全農ちば資材課（043－245-7379）へご連絡ください。

品　名 ランプ電力

テクテラス選果灯　1灯型 24Ｗ

テクテラス選果灯　2灯型 48Ｗ

資
材
情
報
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共同購入トラクターのご案内

農
業
機
械
情
報

生産者＆JA
共同購入トラクター

おかげさまで、JAグループの受注台数1,800台突破！
全国から共同購入への結集、ありがとうございます！

全国1万人以上
の声を反映して機能を厳選

生産者の皆様に大変ご好評いただきました、共同購入トラクター「YT357JZ」シリーズは、
ご注文期限が令和2年11月末に迫っております。ご検討の方は、お早めにJA農機セ
ンターへご相談ください。 ※納品は、ご注文をいただいてから3ヶ月程度かかります。

令和令和22年年1111月末月末までまで

共同購入は、JAグループで生産者の需要をとりまとめ、全農が生産者の代理人として一括発注・
仕入を行うことです。メーカーの製造・流通の効率化を
うながし、生産者へ価格メリットを還元する取り組みです。

令和2年10月以降

製品と価格のご案内
令和3年1月以降

出荷開始
ご注文いただいてから納品まで、

3～4ヶ月程度
を要します。

※スケジュールは、変更の可能性があります。

注文受付中！注文受付中！

共同購入トラクター 中型

農業機械
情報
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８月５日（水）に㈱千葉県食肉公社にて旭市
養豚推進協議会主催による優良種豚の造成と枝肉

の品質向上を目的とした「旭市養豚推進協議会主催
肉豚共進会」が開催されました。（２頭１組・43組86頭出品）
この共進会で、日頃の飼養衛生管理の成果により、ＪＡち

ばみどりの房総ポーク生産者（日下義康氏）の生産した豚枝
肉が最優秀賞を受賞されました。今後もより良い肉質の生産
を期待しています。
なお、今回受賞した枝肉は８月８日（土）～９日（日）に旭食

肉協同組合直売所で最優秀賞受賞の豚肉として販売しました。

８月29日(土) ～ 30日(日)に千葉県果樹園
芸組合連合会・千葉県・(公社)千葉県園芸協会・

ＪＡ全農ちばが主催のもと、「千葉なし味自慢コン
テスト」がイオン津田沼店で開催されました。
今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のため本審査会

のみの実施となり、出品品種は“豊水なし”でした。県内
の各産地にご協力を頂き、丹精を込めて育てられた豊水な
し109点を出展していただきました。糖度審査、外観審査、
食味審査を行い、特別賞17点、奨励賞19点が選ばれました。
また同店舗の店頭で千葉の豊水なしの販売をしていただきました。
ＪＡ全農ちばは、産地ＪＡ・千葉県果樹園芸組合連合会・千葉県・(公社)千葉県園芸協会とともに、千葉な

しの品質の向上と消費拡大を図るため連携していきます。今後とも産地の皆様のご協力をお願いいたします。

本プロジェクトは、ＪＡ全農所属の卓球日本代表・石川佳純選手が動画で呼びかけを行い、
コロナ禍でも安心・安全な農畜産物を届けてくださっている農家の皆さんに感謝と応援の
気持ちを届ける企画です。

ＪＡ全農ちばは、８月21日（金）～８月31日（月）「響け！大地のエール『#農家の皆さ
んありがとう』プロジェクト」の「届け！ 47都道府県特産品プレゼン
トキャンペーン」において、県産「豊水梨」を提供しました。
石川選手は「梨大好きなので、食べるの楽しみです！」とコメントし

ました。本所広報部スポーツ応援Twitterやキャンペーンサイトで「千葉
県は土壌や気候に恵まれた梨の適地」と紹介され、広くPRが行われました。

キャンペーンには9,000件を超える応募があり、９月上旬から順次当選者47名に各
都道府県より特産品が贈呈されます。

千葉なし味自慢コンテスト会場風景千葉なし味自慢コンテスト会場風景

※房総ポークとは…豚肉の品質均一化のため千葉県で系統造成した「ボウソウＬ４」を母方の母豚に使用して、
お肉の味や色が決まるとされている出荷前の約60日間に与える飼料にこだわり、房総ポーク専用飼料を与
えています。この専用飼料は、「海藻粉末」を加え、「ビタミンＥ」を強化しています。

房総ポーク生産者が旭市肉豚共進会で最優秀賞受賞

「千葉なし味自慢コンテスト」を開催！

石川佳純選手×全農　響け！大地のエール
「♯農家の皆さんありがとうプロジェクト」

TOPICSTOPICS

TOPICSTOPICS
県産「豊水梨」をPRしました！

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

1212

月刊アグリ情報“ちば”令和２年９月15日発行（毎月１回15日）通巻第123号

TOPICSTOPICS



お
知
ら
せ

▶募集人員 （一般）Ａ・Ｂ日程計　農学科80名（推薦入学により募集する約40名を含む）
　　　　　 　　　　　　　　　　　研究科20名（推薦入学により募集する約10名を含む）

▶受験資格　農学科：（推薦）高等学校等を卒業した者または令和３年３月に卒業見込みの者で学
校長の推薦がある者

（一般）高等学校等を卒業した者または令和３年３月に卒業見込みの者
研究科：（推薦）農業大学校等の農学科等を卒業した者または令和３年３月に卒業見

込みの者で学校長の推薦がある者
（一般）農業大学校または短期大学等を卒業した者または令和３年３月に卒

業見込みの者

▶出願期間 （推薦）　　　　 令和２年	 ９月	28日（月）～	10月	 ９日（金）
　　　　　　（一般）Ａ日程　令和２年	12月	 ７日（月）～	12月	18日（金）
　　　　　　　　　 Ｂ日程　令和３年	 １月	25日（月）～	 ２月	 ５日（金）

▶入学試験日（農学科・研究科共通）
　推　薦　入　学：令和２年	10月	27日（火）
　一般入学試験Ａ：令和３年	 １月	 ８日（金）
　一般入学試験Ｂ：令和３年	 ２月	16日（火）

応募期間 令和２年９月１日(火) ～10月30日(金)

対象銘柄 千葉県内で生産されたコシヒカリ

出品資格
組合員で当年産をＪＡへ販売または委託をした生産者とします。
個人情報の開示について、同意する生産者とします。

出品基準
仕上げ水分15.0%以下に調整された米穀とします。
粒選別機の網目幅1.8㎜以上で選別された米穀とします。
生産履歴記録簿の提出を必須条件とします。

出品方法
生産者１人１点とします。
１点につき玄米５㎏を提出願います。
出品された玄米はお返ししません。

審　　査 ＪＡ全農ちばの審査結果に基づき、上位から最優秀賞１名、優秀賞３名を決定します。

千葉県立農業大学校
〒283-0001	千葉県東金市家之子1059

電話番号 0475-52-5121

　千葉県農業の発展に寄与する優れた農業の担い手や指導者の育成を
目指す、「千葉県立農業大学校」の令和３年度学生募集を開始します。

千葉米食味コンクールを開催いたします。応募要件は下記のとおりになります。

ご出品は 最寄りのＪＡ を通じてお願いします。

詳しくは
こちらまで

「千葉県立農業大学校」 令和
３年度 学生募集 開始

令和２年産千葉米食味コンクールの開催について

お知らせ

お知らせ

ＨＰ
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お
知
ら
せ

例年、10月中旬に開催してまいりました「JAグループ
千葉農業機械大展示会」ですが、新型コロナウイルス
の感染拡大防止のため、今年度は、各農機メーカーの
商品を集約した「紙面展示会」として開催いたします。
なお、紙面展示会についての詳細につきましては、最寄
りのＪＡ農機センターへお問い合わせください。

例年、10月中旬に開催してまいりました「JAグループ
千葉農業機械大展示会」ですが、新型コロナウイルス
の感染拡大防止のため、今年度は、各農機メーカーの
商品を集約した「紙面展示会」として開催いたします。
なお、紙面展示会についての詳細につきましては、最寄
りのＪＡ農機センターへお問い合わせください。

お知らせ

JAグループ千葉が
この秋おすすめする
商品情報を掲載した
カタログをお届けします。
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千
葉･

茨
城･

栃
木･

群
馬･

埼
玉･

宮
城･

神
奈
川･

山
梨･

新
潟･

静
岡

10
県
セ
ル
フ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

※
右
記
10
県
に
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、一部
の
Ｊ
Ａ-

Ｓ
Ｓ
で
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

2020年 JA-SS

キャンペーン期間　2020年

10/1木木▶

10/31土土
応募締切：2020年
11月4日（水）まで

アグリ情報“ちば”に係る
個人情報の取り扱いについて
　組合員の皆さまからご提供いただきました個人情
報は、「アグリ情報“ちば”」送付の目的にのみ使用
いたします。

発行／全国農業協同組合連合会千葉県本部　令和２年９月15日発行（毎月１回15日発行）　通巻第123号
編集・発行部署／管理部　企画広報課　〒260-0031　千葉市中央区新千葉３－２－６　電話043－245－7360　FAX043－247－9715

お知らせ
　ＪＡ全農ちばは、「アグリ情報“ちば”」が生産者
の皆様との情報交換の場となるよう努めて参ります。
　身近な話題、ご意見、ご要望などございましたら、
下記連絡先までお寄せください。

6:30～6:35 毎週（月～金）生放送
新鮮農業情報をお届けします。

9:30～9:50 毎週（土）放送
生産者の熱い思いをお届けします。

13:00～13:55 毎週（土）生放送
全国の農畜産物をプレゼントします。

JA全農が提供するラジオ番組
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